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民
間
病
院
を
核
に
し
た
ま
ち
づ
く
り

地
方
創
生
へ
の
挑
戦

ホ
ル
モ
ン
の
お
い
し
さ
は

洗
浄
処
理
の
速
さ
に
あ
り

　

岡
山
県
の
北
部
に
位
置
す
る
津
山

市
。
慶
長
８
（
１
６
０
３
）
年
に
、
森

蘭
丸
の
弟
で
あ
る
津
山
藩
初
代
藩
主
・

森
忠
政
公
が
入
府
し
、
津
山
盆
地
中
央

の
鶴
山
（
現
在
の
鶴
山
公
園
）
に
城
を

築
き
、
そ
れ
を
津
山
と
改
め
た
の
が
始

ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は

城
下
町
と
し
て
栄
え
、
今
も
な
お
、
当

時
の
遺
構
や
古
い
町
並
み
が
残
っ
て
い

る
。
市
制
施
行
は
昭
和
４
年
、
現
在
の

津
山
市
は
平
成
17
年
２
月
に
１
市
３
町

１
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
総
人
口
は

約
10
万
人
で
あ
る
。

　

津
山
と
い
え
ば
「
ホ
ル
モ
ン
う
ど
ん
」

が
連
想
さ
れ
る
ほ
ど
、
Ｂ-

１
グ
ラ
ン

プ
リ
全
国
第
２
位
で
津
山
の
ホ
ル
モ
ン

が
有
名
に
な
っ
た
。
お
い
し
さ
の
秘
密

は
牛
肉
を
処
理
す
る
ス
ピ
ー
ド
に
あ

る
。
牛
の
内
臓
（
ホ
ル
モ
ン
）
は
洗
浄

処
理
が
遅
れ
る
と
、
臭
み
が
残
る
と
い

わ
れ
て
い
る
。
市
内
に
あ
る
食
肉
処
理

セ
ン
タ
ー
で
は
、
手
間
の
か
か
る
内
臓

の
処
理
作
業
を
手
早
く
終
え
る
技
術
を

持
っ
て
い
る
た
め
、
新
鮮
な
ホ
ル
モ
ン

を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。

津山市

岡山県

津
山
市
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松田 欣也氏

津山商工会議所会頭

（前頁写真上）古来の城下町らしい姿を色濃く残す、重要伝統的建造物群保
存地区の「城東町並」
（前頁写真中）「津山城（鶴山公園）」。見事な城の石垣は、かつての雄大な面
影を残し、津山藩の足跡を伝えている
（前頁写真下）今年４月にオープンした「津山まなびの鉄道館」

◀この４月にがん陽子線治療センターを開設した「津山中央病院」。陽子線治
療ができる総合病院は、西日本ではここだけ

　

津
山
と
牛
肉
の
つ
な
が
り
は
、
津
山

が
山
陰
と
山
陽
を
結
ぶ
出
雲
街
道
に
あ

り
、
古
く
か
ら
人
や
物
の
往
来
が
盛
ん

な
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
こ
と
に
関
係

し
て
い
る
。
８
世
紀
に
は
す
で
に
牛
馬

を
売
買
す
る
「
牛
市
」
が
開
か
れ
、
京

阪
神
か
ら
買
い
付
け
に
来
る
牛
馬
商
人

ら
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
津
山
に
、
こ
の
４
月
、「
津

山
ま
な
び
の
鉄
道
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

新
た
な
見
ど
こ
ろ
が
加
わ
っ
た
。
こ
の

旧
津
山
扇
形
機
関
車
庫
は
、
わ
が
国
に

現
存
す
る
扇
形
機
関
車
庫
の
中
で
２
番

目
の
規
模
を
誇
る
。

　

同
館
の
森
元
哲
人
副
館
長
は
、「
価

値
あ
る
鉄
道
遺
産
を
後
世
に
し
っ
か
り

伝
え
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
深
く
関

わ
っ
て
い
る
鉄
道
の
成
り
立
ち
な
ど
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
か

ら
の
将
来
を
担
っ
て
い
く
小
・
中
学
生

な
ど
若
い
世
代
に
、
一
層
理
解
を
深
め

て
ほ
し
い
」
と
思
い
を
語
る
。
こ
の
目

論
見
通
り
、
開
館
か
ら
約
１
カ
月
後
の

Ｇ
Ｗ
明
け
に
は
、
目
標
の
年
間
来
館
数

を
上
回
る
２
万
人
が
来
館
。
同
館
へ
の

小
・
中
学
校
か
ら
の
校
外
学
習
の
予
約

が
先
々
ま
で
入
っ
て
い
る
と
い
う
。

「
産
業
会
議
所
」
に
よ
る

地
域
経
済
の
活
性
化

　

津
山
商
工
会
議
所
は
昨
年
度
、
85
周

年
を
迎
え
た
の
を
機
に
、
１
０
０
周
年

に
向
け
て
、
津
山
を
ど
の
よ
う
な
ま
ち

に
し
た
い
か
、
そ
の
た
め
に
何
を
す
べ

き
か
を
、
提
言
書
の
形
に
ま
と
め
た
。

そ
の
提
言
書
で
は
、「
産
業
会
議
所
」

づ
く
り
と
、「
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
の
推
進
」
を
２
つ
の
柱
に
掲
げ

る
。
商
工
会
議
所
の
松
田
欣
也
会
頭
は
、

こ
う
説
明
す
る
。

「
一
つ
目
は
『
産
業
会
議
所
』
を
つ
く
る

こ
と
。
医
療
や
各
種
団
体
、行
政
と
い
っ

た
従
来
の
枠
組
み
を
取
り
払
い
、
真
の

意
味
で
の
関
係
各
所
と
の
連
携
が
必
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
商
工
会
議
所
の

副
会
頭
３
名
の
う
ち
、
１
名
は
医
療
者

を
登
用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
連
携
強
化

の
た
め
、
さ
っ
そ
く
医
師
会
に
も
定
款

の
変
更
を
働
き
か
け
、『
医
療
に
資
す

る
こ
と
』
の
み
な
ら
ず
、『
ま
ち
づ
く
り

に
資
す
る
こ
と
』
も
加
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
も
う
一
つ
の
『
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
・

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
推
進
』
は
、
地
域
経

済
を
庭
と
し
て
、
地
元
の
中
小
企
業
を

植
物
に
見
立
て
た
造
語
で
す
。
地
域
と

い
う
土
壌
を
生
か
し
て
地
元
の
中
小
企

業
を
大
切
に
育
て
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
、
言
い
換
え

れ
ば
『
地
元
企
業
が
成
長
す
る
環
境
を

つ
く
る
』
こ
と
が
商
工
会
議
所
た
る
使

命
で
す
」

　

こ
の
２
本
の
柱
を
実
現
さ
せ
る
た
め

に
、
商
工
会
議
所
で
は
、
民
主
導
に
よ

る
地
域
活
性
化
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、

民
間
総
合
病
院
で
あ
る
津
山
中
央
病
院

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る
。

　

実
は
、
津
山
市
は
江
戸
時
代
後
期
か

ら
幕
末
、
明
治
初
期
に
か
け
て
、
蘭
学

（
洋
学
）
を
日
本
に
紹
介
し
、
近
代
日

本
の
礎
を
築
い
た
医
人
た
ち
を
多
数
輩

出
し
た
地
で
あ
る
。
宇
田
川
玄げ

ん

随ず
い

・
玄げ

ん

真し
ん

・
榕よ

う

菴あ
ん

の
宇
田
川
家
を
は
じ
め
、
進

取
の
気
質
に
あ
ふ
れ
た
医
者
・
学
者
た

ち
が
育
て
ら
れ
た
。

陽
子
線
治
療
が
で
き
る

総
合
病
院
の
存
在

　

津
山
中
央
病
院
は
今
年
４
月
、「
が

ん
陽
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
」
を
総
事
業

費
70
億
円
か
け
て
開
設
。
が
ん
陽
子
線

治
療
が
で
き
る
の
は
中
国
・
四
国
地
方

で
初
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
治
療
に
対
応

で
き
る
総
合
病
院
と
し
て
は
、
西
日
本

で
初
め
て
の
施
設
と
な
る
。
が
ん
治
療

に
は
、
手
術
に
よ
る
外
科
療
法
の
ほ
か
、

抗
が
ん
剤
に
よ
る
薬
物
療
法
、
放
射
線

を
使
う
放
射
療
法
が
あ
り
、
中
で
も
最

先
端
の
治
療
法
が
「
陽
子
線
治
療
」
で

あ
る
。
陽
子
線
治
療
の
特
徴
は
、
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
患
部
に
照
射
す
る
た
め
、

副
作
用
が
少
な
い
。

「
が
ん
治
療
に
お
い
て
、
最
先
端
医
療

で
あ
る
陽
子
線
治
療
が
可
能
な
民
間
総

合
病
院
が
あ
る
の
は
津
山
の
強
み
。
津

山
中
央
病
院
は
岡
山
県
北
部
の
救
命

救
急
セ
ン
タ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
一
年

中
、
３
６
５
日
24
時
間
体
制
で
３
次
救

急
ま
で
対
応
し
、
ベ
ッ
ド
数
は
５
３
５

床
。
住
民
は
こ
の
総
合
病
院
が
あ
る
の

で
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
企
業
誘
致
に
も
総
合
病

院
が
存
在
す
る
こ
と
が
大
い
に
プ
ラ
ス

に
働
い
て
い
ま
す
。
大
事
な
社
員
と
そ

の
家
族
が
住
む
と
こ
ろ
に
は
、
も
し
も

の
と
き
の
安
心
を
担
保
す
る
の
が
会
社

の
責
務
で
す
か
ら
」（
松
田
会
頭
）

　

津
山
中
央
病
院
の
考
え
は
、
商
工
会

議
所
の
動
き
に
連
動
す
る
。
同
院
の
藤

木
茂
篤
病
院
長
は
同
院
が
果
た
す
べ
き

役
割
に
つ
い
て
こ
う
語
る
。

「
当
院
は
陽
子
線
治
療
セ
ン
タ
ー
を
有

す
る
西
日
本
唯
一
の
総
合
病
院
。
大
学

病
院
に
準
ず
る
Ｄ
Ｐ
Ｃ
Ⅱ
群
病
院
と
し

て
も
、
全
国
で
３
カ
所
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
住
民
の
安
心
安
全
を
守
っ
て

い
る
と
い
う
高
度
急
性
期
病
院
と
し
て

の
誇
り
が
あ
り
ま
す
。
う
ち
が
つ
ぶ
れ

た
ら
、
地
域
が
成
り
立
た
な
い
。
最
後

の
砦と

り
で

な
ん
で
す
」

　

そ
し
て
、
藤
木
病
院
長
に
は
、「
最

先
端
医
療
が
可
能
な
病
院
の
存
在
は
、

県
内
だ
け
で
な
く
、
海
外
か
ら
も
人
を

呼
び
込
め
る
の
で
、
人
口
減
少
、
高
齢

化
が
進
展
す
る
地
域
で
の
救
世
主
に
な

り
ま
す
。
一
大
医
療
基
地
の
誕
生
に
よ

り
、
津
山
の
知
名
度
が
向
上
し
ま
す
。

全
国
的
に
有
名
な
ク
リ
ナ
ッ
プ
な
ど
の

企
業
立
地
に
し
て
も
、
工
業
団
地
が
で

き
た
の
も
、
ま
た
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の

まちの

岡山県
津山市

▲津山中央病院の藤木茂篤病院長

◀▲幕末から明治初期にかけて優れた洋
学者を輩出した津山藩。西洋の内科医
学を初めて紹介した宇田川玄随らの資料
が展示されている

▲津山中央病院がん陽子線治療センター内の陽子線照射室。ピンポイントでがん部分へ陽子線を照射できる
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津山まなびの鉄道館

津山商工会議所

津山国際ホテル

至津
山IC
→

←至岡山

津山城

津山洋学資料館

城東町並保存地区

重要伝統的
建造物群
保存地区

吉井川

JR津山
駅

まちの

岡山県
津山市

際
に
海
外
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
の
合
宿

地
に
選
ば
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
も
、
こ

れ
が
安
心
材
料
に
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ

う
。
ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
高
ま
る
こ

と
で
、
定
住
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
」

と
、
同
院
が
地
方
創
生
に
貢
献
し
て
い

る
と
の
自
負
が
あ
る
。

定
住
、
企
業
誘
致
か
ら

「
滞
在
型
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
へ

　

商
工
会
議
所
と
同
院
は
、
安
心
安
全

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
定
住
促
進
や
企

業
誘
致
に
加
え
、
医
療
と
観
光
を
融
合

さ
せ
た
「
滞
在
型
医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

を
目
指
し
て
い
る
。

　

藤
木
病
院
長
は
「
陽
子
線
治
療
は

１
回
３
分
、
週
３
日
か
ら
５
日
の
短
時

間
治
療
、
加
療
に
は
２
週
間
か
ら
８
週

間
と
い
っ
た
一
定
期
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
こ
の
場
所
で
の
通
院
が
想
定
さ
れ

ま
す
。
総
合
病
院
で
あ
る
が
ゆ
え
、
他

の
治
療
と
並
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
、

多
く
の
需
要
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
年
間

で
延
べ
約
８
５
０
０
人
が
滞
在
す
る
こ

と
に
な
る
」
と
試
算
す
る
。
同
院
で
は
、

海
外
、
中
で
も
中
国
を
は
じ
め
、
ア
ジ

ア
か
ら
患
者
と
そ
の
家
族
に
来
て
も
ら

お
う
と
、
準
備
を
進
め
る
。
中
国
の
医

師
免
許
を
有
す
る
人
材
や
中
国
語
を
話

せ
る
職
員
を
確
保
し
、
国
際
医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
も
契
約
を
締
結
し
て

い
る
。

ス
テ
ン
レ
ス
加
工
な
ど

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
も

　

個
別
企
業
の
分
野
を
見
て
も
、
津

山
市
は
技
術
面
で
も
抜
き
ん
出
て
い

る
。
そ
の
代
表
格
が
ス
テ
ン
レ
ス
加
工

の
ク
ラ
ス
タ
ー
「
津
山
ス
テ
ン
レ
ス
ネ
ッ

ト
」。
ス
テ
ン
レ
ス
加
工
と
最
先
端
の
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
を
持
つ
企
業
12
社
が
連
携

し
、
共
同
提
案
・
受
注
を
行
っ
て
い
る
。

同
ネ
ッ
ト
に
属
す
る
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ａ
ロ
ボ

テ
ッ
ク
株
式
会
社
は
、
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
周
辺
装
置
・
各
種
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム
の

設
計
、
製
造
な
ど
を
手
掛
け
る
。
同
社

の
生
駒
徹
志
代
表
取
締
役
社
長
は
「
新

し
い
ア
イ
デ
ア
を
形
に
す
る
と
き
、
失

敗
は
つ
き
も
の
。
失
敗
を
悪
と
せ
ず
、

む
し
ろ
失
敗
の
多
い
社
員
は
挑
戦
し
て

い
る
か
ら
だ
と
評
価
す
る
こ
と
で
、
失

敗
を
恐
れ
ず
、
皆
で
共
有
で
き
る
雰
囲

気
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
」
と
、
連
携
の

重
要
性
を
説
く
。

　

ま
た
、
ス
テ
ン
レ
ス
の
ま
ち
・
津
山

を
象
徴
す
る
企
業
の
一
つ
と
し
て
、オ
ー

エ
ヌ
工
業
株
式
会
社
が
挙
げ
ら
れ
る
。

昭
和
39
年
に
ス
テ
ン
レ
ス
配
管
製
品
の

生
産
に
着
手
し
、
専
門
メ
ー
カ
ー
と
し

て
の
実
績
を
誇
る
。
同
社
の
中
村
政
弘

代
表
取
締
役
社
長
は
「
当
社
の
看
板
商

品
で
あ
る
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
用
継
手『
ナ

イ
ス
ジ
ョ
イ
ン
ト
』
に
は
、
建
築
基
準

法
で
定
め
ら
れ
た
基
準
の
２・５
倍
以
上

の
耐
震
性
が
あ
り
ま
す
。
耐
久
性
も
80

年
以
上
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。「
ナ

イ
ス
ジ
ョ
イ
ン
ト
」
が
多
く
の
建
築
物

に
採
用
さ
れ
、
全
国
に
広
く
普
及
し
て

い
る
こ
と
は
、
そ
の
優
位
性
を
表
し
て

い
る
と
い
え
る
。

　

さ
ら
に
、つ
や
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

が
推
進
す
る
異
業
種
連
携
も
ユ
ニ
ー
ク

だ
。
同
セ
ン
タ
ー
の
小
坂
幸
彦
統
括
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
地
域
企
業
が
下
請
け

か
ら
脱
却
し
、
付
加
価
値
と
ブ
ラ
ン
ド

力
の
あ
る
事
業
に
す
る
た
め
の
支
援
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。
同
セ

ン
タ
ー
は
地
域
の
高
い
技
術
を
業
種
を

越
え
て
組
み
合
わ
せ
、
革
新
的
な
製
品

を
次
々
と
誕
生
さ
せ
て
お
り
、
そ
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

城
跡
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と

美
作
国
と
の
連
携

　

商
工
会
議
所
は
、
今
後
の
展
望
と
し

て
、
ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る

津
山
国
際
ホ
テ
ル
の
再
建
と
、
城
下
地

区
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
描
く
。

　

津
山
城
郭
の
中
に
あ
る
津
山
国
際
ホ

テ
ル
は
昭
和
49
年
に
開
業
し
た
た
め
、

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
平
成
25
年
10

月
、
経
営
母
体
で
あ
る
岡
山
の
百
貨
店

系
列
の
ホ
テ
ル
運
営
会
社
が
撤
退
を
表

明
し
た
こ
と
か
ら
、
観
光
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
や
中
心
市
街
地
の
衰
退
、
従
業
員
の

雇
用
問
題
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

考
え
て
、
地
元
経
済
界
が
「
新
津
山

国
際
ホ
テ
ル
株
式
会
社
」
を
設
立
。
商

工
会
議
所
の
役
員
が
主
体
と
な
っ
て
出

資
、
30
年
度
の
開
業
を
目
指
し
、
建
設

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
新
津
山
国

際
ホ
テ
ル
は
地
上
８
階
建
て
で
、
総
事

業
費
約
34
億
円
を
見
込
む
。
宿
泊
施
設

と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
交
流
機
能
、
マ
ル

シ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
っ
た
に
ぎ
わ
い

創
出
の
役
割
も
担
っ
て
い
く
計
画
で
あ

る
。

　

あ
わ
せ
て
、
城
下
町
と
し
て
の
風
教

向
上
の
た
め
、
津
山
城
跡
を
整
備
し
て

い
く
。
具
体
的
に
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
と
し
て
、
周
辺
を
４
つ
の
ゾ
ー
ン

に
区
割
り
す
る
。
中
枢
都
市
機
能
ゾ
ー

ン
、
歴
史
・
文
化
・
観
光
ゾ
ー
ン
、
商

業
機
能
集
積
ゾ
ー
ン
、
都
市
居
住
ゾ
ー

ン
と
し
、
新
津
山
国
際
ホ
テ
ル
を
中
心

に
据
え
る
。

　

さ
ら
に
、商
工
会
議
所
は
美み

ま
さ
か
の
く
に

作
国（
近

隣
３
市
５
町
２
村
）
と
の
連
携
も
視
野

に
入
れ
る
。

　

松
田
会
頭
は
、「
医
療
行
為
と
観
光

を
組
み
合
わ
せ
た
『
長
期
滞
在
型
医
療

ツ
ー
リ
ズ
ム
』
を
確
立
さ
せ
、
医
療
と

観
光
の
ま
ち
と
し
て
津
山
の
ブ
ラ
ン
ド

化
を
図
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
美

作
国
と
し
て
の
連
携
は
欠
か
せ
な
い
」

と
、
熱
い
思
い
を
胸
に
す
る
。
商
工
会

議
所
を
中
心
に
し
た
、
民
間
に
よ
る
総

合
病
院
を
核
と
す
る
地
域
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

▲オーエヌ工業の中村政弘社長

▲オーエヌ工業の「ナイスジョイント」。平成25年
にものづくり大賞特別賞を受賞

▲ＩＫＯＭＡロボテックの「水田用除草ロボット」。小
型で軽量、安価が特徴

▲ＩＫＯＭＡロボテックの「ポジショナー」

▲ＩＫＯＭＡロボテックの生駒徹志社長

▲つやま産業支援センターの小坂幸彦統括マネー
ジャー

▲「干し肉」。牛のもも肉を中心とした部
位を干したもので、地元で人気の肉料理
の一つである

▲「津山そずり鍋」。マグロの中落ちのよ
うに牛骨の周りから削ぎ落とした（津山
の方言でそずり）肉を使うことから、こ
の名が付いている

▲津山のまちなみに見立てたジオラマにＮゲー
ジの模型を走らせる展示室

▲津山が誇るご当地グルメ「ホルモンうどん」。新鮮なホルモンに味噌ベースのたれ
とうどんをからめ、鉄板の上で焼く

▲経済産業省の近代化産業遺産にも認定されている「旧津山扇形機関車庫」

▲説明する津山まなびの鉄道館の森元哲人副館長 ▲D51形蒸気機関車。津山に初めてやってき
たデゴイチ

読者プレゼント！ 取材にご協力いただきました、津山商工会議所からプ
レゼントがあります。詳しくは61頁をご覧ください。


